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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヘッド（３，６）と、このヘッドに隣接するねじ山部（２，５）と、２個の順次に配置
した第１部分領域（１１，４１）及び第２部分領域（１２，４２）により構成したドリル
部（１，４）とを有し、これらドリル部は互いに直径方向に対向しかつ長さ方向に少なく
とも部分的に長手方向軸線に平行に延在する２個の排出溝（１３，１４、４３，４４）及
び切断端縁（１５，１６、４５，４６）を有し、これら切断端縁（１５，１６、４５，４
６）は、第１切断端縁（１５，４５）及び第２切断端縁（１６，４６）の半径方向寸法が
長手方向軸線に関して対称的である穿孔方向側の第１部分領域（１１，４１）と、ねじ山
部（２，５）と第１部分領域（１１，４１）との間に位置する第２部分領域（１２，４２
）とを有し、第１切断端縁（１５，４５）の領域で半径方向寸法（Ｒ１，Ｒ３）をねじ山
部（２，５）におけるコア直径（Ｄ１，Ｄ３）の半分以下の寸法となるようにした自己ド
リル型ねじにおいて、第２切断端縁（１６，４６）の第２部分領域（１２，４２）の領域
の半径方向寸法（Ｒ２，Ｒ４）を、ねじ山部（２，５）の外周直径（Ｄ２，Ｄ４）の半分
より小さく、かつ前記ねじ山部（２，５）におけるコア直径（Ｄ１，Ｄ３）の半分以上の
寸法となるようにしたことを特徴とする自己ドリル型ねじ。
【請求項２】
　前記第２部分領域（１２，４２）の全体にわたり、前記第１切断端縁（１５，４５）の
領域の半径方向寸法（Ｒ１，Ｒ３）を、前記ねじ山部（２，５）におけるコア直径（Ｄ１
，Ｄ３）の半分以下の寸法となるようにした請求項１記載の自己ドリル型ねじ。
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【請求項３】
　前記切断端縁（１５，１６）の第１部分領域（１１）における半径方向寸法を前記ねじ
山部（２）の外周直径（Ｄ２）の半分よりも小さくし、かつ前記ねじ山部（２）における
コア直径（Ｄ１）の半分以上の寸法となるようにした請求項１又は２記載の自己ドリル型
ねじ。
【請求項４】
　前記切断端縁（４５，４６）の第１部分領域（４１）における半径方向寸法を、前記ね
じ山部（５）におけるコア直径（Ｄ３）の半分以下の寸法となるようにした請求項１又は
２記載の自己ドリル型ねじ。
【請求項５】
　前記排出溝（１３，１４、４３，４４）及び切断端縁（１５，１６、４５，４６）をド
リル部（１，４）の全体にわたり延在させた請求項１乃至４のうちのいずれか一項に自己
ドリル型ねじ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、ヘッドと、このヘッドに隣接するねじ山部と、２個の順次に配置した第１部
分領域及び第２部分領域により構成したドリル部とを有し、これらドリル部は互いに直径
方向に対向しかつ長さ方向に少なくとも部分的に長手方向軸線に平行に延在する２個の排
出溝及び切断端縁を有し、これら切断端縁は、第１切断端縁及び第２切断端縁の半径方向
寸法が長手方向軸線に関して対称的である穿孔方向側の第１部分領域と、ねじ山部と第１
部分との間に位置する第２部分領域とを有し、第１切断端縁の領域で半径方向寸法をねじ
山部におけるコア直径の半分以下の寸法となるようにした自己ドリル型ねじに関するもの
である。
【０００２】
【従来の技術】
例えば、肉薄金属で構成された構造部分を金属製の支持体としての基礎構造に固定する際
には、例えば、ヨーロッパ特許第５３５，１９３号に記載されているような自己ドリル型
ねじの形式の固定素子を使用する。このような自己ドリル型ねじは、構造部分及び支持体
に貫通孔を形成するドリル部を設け、この貫通孔に自己ドリル型ねじのねじ山部をねじ込
むことができるようにする。
【０００３】
自己ドリル型ねじは、ドリル部と、ねじ部と、このねじ部に隣接するヘッド部とにより構
成され、このヘッド部には、例えば、回転伝達面を設ける。ドリル部には、互いに直径方
向に対向する２個の排出溝及び自己ドリル型ねじの長手方向軸線にほぼ平行に延在する切
断端縁を設ける。排出溝及び切断端縁はドリル部の遊端からドリル部の長さにわたり少な
くとも部分的に延在させる。ドリル部には順次に配置した２個の部分を設け、穿孔方向側
の第１部分領域では双方の切断端縁を自己ドリル型ねじの長手方向軸線に関して対称的に
配置し、また第２部分領域はねじ山部のコア直径よりも小さくする。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
第２部分領域におけるこの小さい直径により、自己ドリル型ねじは、構造部分及び支持体
の貫通孔に第２部分領域が貫通するとき、自己ドリル型ねじの側面の案内が不十分になる
。このことは、例えば、貫通孔に対して自己ドリル型ねじが偏心していたり、構造部分の
表面に対して傾いていたりすることによってドリル部に続くねじ山部の心決めがうまくで
きないことになり、この場合ねじ山をねじ込むことによって貫通孔が半径方向に拡大した
り、又はねじ山部のねじ面が損傷したりする。このことは、構造部分及び支持体における
自己ドリル型ねじの所定の保持力を悪化させる。
【０００５】
本発明の目的は、構造部分に迅速かつ確実に、また大きなエネルギ消費をすることなく構
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造部分に固定することができ、またドリル部によって良好な案内特性又は心決め特性を示
すことができる自己ドリル型ねじを得るにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　この目的を達成するため、本発明自己ドリル型ねじは、第２切断端縁の第２部分領域の
半径方向寸法を、ねじ山部の外周直径の半分より小さく、かつねじ山部におけるコア直径
の半分以上の寸法となるようにしたことを特徴とする。
【０００７】
　本発明による自己ドリル型ねじのドリル部の第１部分領域は、構造部分及び支持体に貫
通孔を形成するのに寄与する。貫通孔形成又はこの貫通孔における自己ドリル型ねじの側
方の案内に寄与するのは、半径方向寸法がねじ山部の外周直径の半分より小さく、かつね
じ山部におけるコア直径の半分以上の第２部分領域における第２切断端縁が行う。
【０００８】
　構造部分及び支持体に第２部分領域が連係動作する寿命の全体にわたり、自己ドリル型
ねじの安定したかつ正確な案内を行えるようにするためには、第１切断端縁の第２部分領
域全体の半径方向寸法を、ねじ山部におけるコア直径の半分以下の寸法にすると好適であ
る。
【０００９】
　自己ドリル型ねじによって、例えば、ドリル部の第１部分領域によって構造部分及び支
持体に貫通孔を形成し、またドリル部の第２部分領域によって貫通孔における自己ドリル
型ねじの側方案内を確実にするためには、前記切断端縁の第１部分領域における半径方向
寸法を前記ねじ山部の外周直径の半分よりも小さくし、かつ前記ねじ山部におけるコア直
径の半分以上の寸法となるようにすると好適である。
【００１０】
　自己ドリル型ねじによって、例えば、第１部分領域によって構造部分及び支持体に貫通
孔を形成し、また第２部分領域によって既に形成された貫通孔を拡大しかつ貫通孔におけ
る自己ドリル型ねじの側方案内を行うことができるようにするためには、前記切断端縁の
第１部分領域における半径方向寸法を、前記ねじ山部におけるコア直径の半分以下の寸法
となるようにすると好適である。
【００１１】
貫通孔から穿孔屑を良好に排出することができるようにするためには、前記排出溝及び切
断端縁をドリル部の全体にわたり延在させると好適である。
【００１２】
【発明の実施の形態】
図１及び図２に示す自己ドリル型ねじは、それぞれ、ヘッド３，６、ねじ山部２，５、並
びにこのねじ山部２，５に隣接するドリル部１，４を有し、このドリル部１，４は第１部
分領域１１，４１と第２部分領域１２，４２とにより構成する。第１部分領域１１，４１
はドリル部１，４の遊端から第２部分領域１２，４２まで延在し、この第２部分領域１２
，４２は第１部分領域１１，４１とねじ山部２，５との間に設ける。
【００１３】
ドリル部１，４は、それぞれ、互いに直径方向に対向する２個の排出溝１３，１４、４３
，４４と、互いに対向する２個の切断端縁１５，１６、４５，４６とを有し、これら排出
溝１３，１４、４３，４４及び切断端縁１５，１６、４５，４６はドリル部１，４の全長
にわたり延在させる。切断端縁１５，１６、４５，４６は、第１部分領域１１，４１にお
いて自己ドリル型ねじの長手方向軸線に関して対称的に配置する。第２部分領域１２，４
２は第１切断端縁１５，４５の領域では半径方向寸法Ｒ１，Ｒ３にし、この半径方向寸法
は最大でコア直径Ｄ１，Ｄ３の半分にし、第２部分領域１２，４２の全体にわたりこの寸
法にする。第２切断端縁１６，４６は第２部分領域１２，４２では半径方向寸法Ｒ２，Ｒ
４を有し、この半径方向寸法Ｒ２，Ｒ４はねじ山部２，５の外周直径Ｄ２，Ｄ４の半分よ
りも小さくかつねじ山部２，５のコア部分の直径Ｄ１，Ｄ３の半分よりも大きくする。
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【００１４】
図１に示す自己ドリル型ねじでは、第１部分領域１１における切断端縁１５，１６の半径
方向寸法は、ねじ山部の外周直径Ｄ２半分よりも小さくかつねじ山部のコア直径Ｄ１の半
分よりも大きい。
【００１５】
　図２に示す自己ドリル型ねじでは、第１部分領域４１における切断端縁４５，４６の半
径方向寸法は、ねじ山部５におけるコア直径Ｄ３の半分以下の寸法とする。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明による自己ドリル型ねじの第１の実施例の側面図である。
【図２】　本発明による自己ドリル型ねじの第２の実施例の側面図である。
【符号の説明】
１，４　ドリル部
２，５　ねじ山部
３，６　ヘッド
１１，４１　第１部分領域
１２，４２　第２部分領域
１３，１４、４３，４４　排出溝
１５，１６、４５，４６　切断端縁

【図１】 【図２】
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